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令
和 

五
年  

十

月 

一
日  

発
行

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
通
信

①：え答

【
琴
弾
公
園
ク
イ
ズ 

54 

】

『
輝
き
隊
通
信
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
』
と
検
索

ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
通
信

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
観
音
寺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
輝
き
隊
通
信
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
会
議
員
、
高
松
商
業
会
議
所
議
員
と
し
て

仲
次
郎
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲

次
郎
の
父
、
宮
脇
藤
太
は
も
と
高
松
藩
士
で

す
。
時
代
の
流
れ
で
失
職
し
た
士
族
の
一
人

で
し
た
が
、
学
問
に
関
心
が
高
く
、
明
治

年

（
一
八
七
七
年
）
香
川
郡
高
松
丸
亀
町
に
『
開
益

堂
』
と
し
て
い
ち
早
く
書
店
を
構
え
、
そ
の

頃
や
っ
と
生
ま
れ
出
し
た
学
校
関
係
の
本
を

中
心
に
扱
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
仲
次
郎

は
、
こ
の
二
代
目
店
主
で
も
あ
り
ま
す
。
昭

和

年
（
一
九
四
七
年
）
『
宮
脇
書
店
』
と
し
て

法
人
化
さ
れ
、
戦
後
、
書
店
乱
立
の
中
、
子

孫
の
手
に
よ
り
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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◇
◆  

公
園
清
掃
日
に
つ
い
て  

◆
◇

今
月
の
清
掃
日
は 

月 

２ 

日 

で
す
。

午
前
八
時
～
九
時
（
雨
天･

･
 

月 

９ 

日
）     

【
琴
弾
公
園
ヒ
ス
ト
リ
ー 

㊶
】

琴
弾
山
の
山
上
に
は
高
灯
籠
が
あ
り
ま
す
が
、

今
か
ら
百
二
十
二
年
前
（
明
治

年
）
に
刊
行

さ
れ
た
宮
脇
仲
次
郎
に
よ
る
「
錦
絵
讃
岐

名
所
」
に
も
高
灯
籠
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

仲
次
郎
は
明
治

年
に
「
高
松
市
街
明
細

《
宮
脇
仲
次
郎
》
そ
の
２

全
図
」
を
著
わ
し
て

お
り
、
明
治

年
に

は
「
栗
林
公
園
地

図
」
を
描
い
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
郷
土

の
文
士
・
儒
家
の
文

書
、
詩
文
集
な
ど
の

著
書
が
あ
り
ま
す
。

大
正
６
年
刊
行
の
〈
讃

岐
名
鑑
〉
に
は
高
松

錦絵讃岐名所

◆ 

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊 

◆

私
た
ち
は
「
琴
弾
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
に
し

て
い
る
小
さ
な
団
体
で
す
。
歴
史
的
な
も
の
を
見
直
し
郷
土
愛
を
高
め
、

ま
ち
を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

う
れ
し
い
お
便
り

私
は
こ
の
こ
と
に
深
く
感
動
し
た
。
輝
き

隊
通
信
は
読
む
人
ま
で
輝
け
る
通
信
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
通

信
を
手
に
と
り
、
地
元
の
良
さ
と
そ
の
文
章

の
熱
量
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

素
敵
な
出
会
い
と
時
間
と
景
色
に
感
謝
。

文
字
数
の
関
係
で
原
文
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
投
稿
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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み
ん
な
で
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。
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私
は
あ
る
日
、
と
あ
る
喫
茶
店
に
偶
然

立
ち
寄
り
『
輝
き
隊
通
信
』
を
手
に
し
た
。

大
器
晩
成
型
の
画
家
、
奥
村
土
牛
と
琴

弾
公
園
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
に
目
が

止
ま
り
、
活
字
嫌
い
な
私
が
何
と
も
自
然

に
飽
き
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
ス
ラ
ス
ラ

と
読
め
た
。

私
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
突
き
動
か
さ
れ
、

す
ぐ
に
琴
弾
女
神
の
像
を
見
に
行
く
こ
と

に
し
た
。

『
一
つ
の
文
章
で
一
人
の
人
間
が

わ
ざ
わ
ざ
、
琴
弾
公
園
ま
で

実
際
の
も
の
を
見
に
足
を
運
ん
だ
。

そ
れ
を
起
こ
さ
せ
る
文
章
の
熱
量

』

10

10

（
豊
中
町

恵
美
さ
ん
よ
り
）

琴
弾
公
園
で
は
現
在
は
孔
雀
の
み
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
時
代

に
は
日
本
猿
が
お
り
昭
和
時
代
に
は
孔
雀
以
外

の
鳥
も
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
の
ど
れ
？
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